
    

 

 

 

令和５年２月１６日，１７日の２日間にわたり，宮城県消防学校において在職５年以上１０年未満の職 

員を対象とした警防研修会を開催しました。 

  この研修会は，近年の住宅等における建物構造変化（防火・耐火性能）に応じた更なる効果的な火災防 

ぎょ活動及び安全管理能力を向上させる目的で開催しました。 

当日は，宮城県消防学校のご協力により，実火災体験型施設を活用した「火災性状の研修」として，実火

を用い「火災の進展」と「出火室で起こる諸現象」の確認，「出火室への放水」について五感を活用しなが

ら訓練を行いました。 

研修後半は，前半で学んだ内容を踏まえた「放水技術訓練」として，放水器具の「特徴・種別に応じた放

水」と火災の状況（火勢の強弱）を踏まえた「放水量・種別（棒状・噴霧注水）の選択」をテーマに実放水

による訓練を行い，体感・体得に努めました。 

参加した職員からは「火災性状について改めて確認できた」や「放水時におけるポイントの整理と再確認 

ができた」などの声が聞かれ, 活気ある有意義な研修会となりました。 

今後も引続き，地域住民の皆様を災害から守るため，更なる警防活動の能力向上に努めて参ります。 

 

 

  

    火災性状（火災の進展）           火災性状（出火室へ放水） 

  

 

 

 

放水技術訓練（実放水） 

 

    

 

     研修中の様子 

 

お問い合わせ先 

 塩釜地区消防事務組合消防本部 

 警防課消防係 ☎022-361-1620 

令和４年度警防研修会（火災性状・放水技術研修）を実施しました！ 


